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「今後の取組」のフォローアップ

 当面の重点課題１：Withコロナ時代の国際物流ネットワークの構築

国際コンテナ戦略港湾政策については、2022年に新たに日本海側港湾との国際フィーダーが就航するなどの進捗確認。
デジタル関係の施策では、翌週３月13日からNACCSと直接連携されるサイバーポートの機能拡充の状況や、2023年度中
の神戸港(PC18)・大阪港(DICT)での本格運用に向けたCONPAS※1の試験運用の状況等を確認。

 当面の重点課題２：崩れないグローバルコールドチェーンの構築

港湾分野では、2022年５月に堺泉北港が産直港湾になり、今月末完成に向けたエアーシェルターの整備状況等を確認。
航空分野では、関西空港における医薬品輸送の高品質化に向けて、2022年に国際機関による輸送品質の認証※2を新たに
８社が取得（計14社）するなどの取組状況を確認。

 当面の重点課題３：大阪・関西万博に向けた取組の推進

2022年に此花大橋、夢舞大橋が６車線化するなどの交通インフラ整備の状況や物流交通対策の進捗を確認。また、こ
れらの状況について、2023年１月「第４回大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会」にて、情報共有・意見交換。

 当面の重点課題４：国際物流の脱炭素化（カーボンニュートラル）の推進

港湾・空港分野において、2022年にそれぞれ法改正が行われるなど、各港湾・各空港における脱炭素化推進計画の策
定に向けた取組について状況を確認。

「今後の取組」 ～『当面の重点課題』の取組状況～

意見概要

 物流分野のデジタル化について

サイバーポートについては、NACCSとの直接連携のみにとどまらず、さらなるシステム連携を進め、シームレスにつ
ながる姿を目指していくべき。また、港湾の自動化やデジタル化については、海外港湾の事例も踏まえつつ、しっかり
と進めていくべき。

 カーボンニュートラルについて

港周辺に立地し、脱炭素に資する具体的な技術を持っている企業としっかりと連携しつつ、検討を進めるべき。

「今後の取組」の『当面の重点課題』の取組状況については、とりまとめ後の約１年間で、各課題に即した対応が図ら
れていることを確認。今後は、幹事会でのご意見も踏まえつつ、引き続き、各構成員において「今後の取組」を推進。

※１：新・港湾情報システム「Container Fast Pass」 の略

※2：国際航空運送協会(IATA)が策定した医薬品の航空輸送に関する品質認証プログラム

（議題（２）にて報告）


